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2013年 11月 10日（日） 福崎町記念講演（柳田國男・松岡家記念館） 

 

柳田國男と農村の幸せ 

総合研究大学院大学  

学融合推進センター 特任助教 

 渡部 鮎美 

 

 あなたにとっては幸せとは何ですかと問われたとき、私たちは何と答えるでしょう。柳
田國男は農山村を訪ね歩く生活調査に用いられた「採集手帖」の最終項目に幸福な家や幸
せな人とはどのようなものかという質問を記しています。この生活調査は今から 80年ほど
前におこなわれましたが、実際には幸福よりも不幸についての答えが多かったようです。 

 しかし、柳田は幼い頃に見た貧しい農村の暮らしぶりに衝撃を受けたこともあってか、
生涯、農村の幸せへ強い関心をもち続けます。また、柳田は福崎町辻川の生家について「私
の家は日本一小さい家だ」と記し、その小さな家で起こった実母と兄嫁との不和を悲しん
でもいました。このように柳田の農村の幸せへの関心は自身の体験から発せられたもので
もあります。 

 一方で柳田の著作に描かれる大正から昭和の美しく叙情的な農村は、戦前の不況下にあ
った苦しく貧しい実際の農村とは幾分もかけ離れたものでもありました。また、私が民俗
学の調査をしてきた東北や甲信越地方などの農村では、様々なかたちの幸せが語られて来
ました。私は住み込みで農作業をさせてもらいながら農村の民俗を調査してきました。そ
こで聞いた幸せの話は他人だったからこそ聞けた話や一緒に長い時間を過ごしたことで聞
くことができた話でした。 

 今回の講演では柳田國男の描いた農村の姿とそこに描かれた幸せについてお話をします。
そして、戦後から現在までの農村に関する柳田の研究と、これまでの私の研究を紹介しな
がら、農村における幸せのかたちについて考えてみたいと思います。 

 今の世の中、テレビや雑誌で夢仕立ての幸せが語られています。結婚や出産、恋愛など
がベタな夢物語のように語られます。柳田國男や民俗学が描いてきた人々の幸せはもっと
地味ですが、より深い共感を呼ぶものです。 
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柳田國男と農村の幸せ 

 

1．親しみやすい柳田國男 

１）郷土の偉人としての柳田國男 

２）息子が見た柳田國男 

1993「記録・柳田為正「せがれがみた柳田國男」」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 51集 

 

２．柳田國男と農村の幸せ 

１）なぜ彼は幸せについて知りたかったのか 

  ― 生家 

  ・福崎町の「日本一小さな家」 

   家庭不和と家の幸福への関心 

     柳田國男 1959（1997）「故郷七十年」『柳田國男全集』筑摩書房 

  

 ―  松岡家での養子時代（茨城県利根町）（13歳～16歳） 

   ・間引き戒めの絵馬（徳満寺間引き絵馬）―農民はなぜ貧しいのか？ 

 →「救世済民」の学へ 

 

 ―  民俗学へ 

   ・柳田國男の知りたかったこと・・・柳田國男の民俗学の初志 

① 日本人とは何か･･･ 日本人の起源、定義 

柳田國男 1946（1962）「先祖の話」『定本柳田國男集』第 10巻 筑摩書房 

柳田國男 1959（1997）「海上の道」『定本柳田國男集』第 1巻 筑摩書房 

② 日本の文化とは何か（古代から現代まで）･･･ 日本文化の多様性と基層文化論  

③ 人類にとっての幸せとは何か･･･なぜに農民は貧なりや（不幸） 

 「日本を幸福にするためには、急いでこの問題を解決せねばならぬ。そういう必
要を見かけて、研究せられるところの日本農民史である。」 

柳田國男 1926「日本農民史」『柳田國男全集』29 筑摩書房 

関一敏 1993「しあわせの民俗誌・序説」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 51集 

 

２）柳田國男と農村 

 ― 風俗・文化：『明治・大正史 世相編』 

    消えゆく民俗を記録 → 文化が失われることへの焦燥感 

     柳田國男 1931（1963）「明治・大正史 世相編」『定本柳田國男集』第 24巻『筑摩書房』 

柳田國男 1947（1990）「民俗学研究所の成立ち」『柳田國男全集』26 筑摩書房 
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 ― 柳田國男の農村調査：山村調査 

    田中宣一 1985「「山村調査」の意義」『成城文藝』第 109号 

  

―  柳田國男が描いた農村 

・農業技術と祭祀・風習 

柳田國男 1918（1991）「日本農民史」『柳田國男全集』29 筑摩書房 

柳田國男 1963『定本柳田國男集』第 13巻 筑摩書房 

  ・景観「美しい村」 

「村を美しくする計画などといふものは有り得ないので、或は良い村が自然に美し
く、なって行くのでは無いかとも思はれる。」 

    柳田國男 1941（1962）「豆の葉と太陽」『定本柳田國男集』第 2巻『筑摩書房』 

  ・伝承と物語「遠野物語」 

→ あこがれとしての美しく叙情的な農村 

柳田國男 1910（1963）「遠野物語」『定本柳田國男集』第 4巻『筑摩書房』 

篠原徹 1990「世に遠い一つの小浦」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 27集 

 

３）変わる農村と幸せ 

 ― Life interest（生きがい） 

1993「記録・柳田為正「せがれがみた柳田國男」」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 51集 

 

― 探し求めた幸せ 

・ 山村生活調査項目 

100. 幸福な家 仕合わせよき人や家の話 

柳田國男 1938（1975）『山村生活の研究』国書刊行会 

   大間知徳三 1938(1975) 「仕合わせの良い家・人」『山村生活の研究』国書刊行会 

 

３．現代の農村の幸せ―私が見た幸せのかたち 

１）調査地域（2003～2013年） 

２）秋田県大潟村・八郎潟周辺地域 

― 国営干拓と大規模農業 

    ・リスクと挑戦 

―  大潟村周辺地域 

・八郎潟周辺地域からの農業パート 

・八郎潟周辺地域の生き方と幸せ― 歩く人生 
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３）千葉県南房総市富浦町 

― 土地利用にみるビワ栽培の拡大：変わる景観 

― ある農家の人生と幸せ 

  ・さまざまな仕事 

  ・本音を聞く方法 

４）山梨県富士河口湖町河口 

   ― 変化する稲作 

    ・御師の田から住民の田へ 

    ・空中田植え 

   ― 幸せを縛り、つくるもの：まわりの目 

５）新潟県十日町市松代・松之山 

  ― 高齢者の冬期移住 

    ・厳しい過疎・高齢化 

・高齢者像と新しい生き方 

 

４． 幸せの民俗学―深く考える方法としての民俗学  

― 国立歴史民俗博物館 第 4展示室「民俗」 

 ・2013年 3月にリニューアル・オープン 

  「民俗」へのまなざし：「佐倉家」･･･ 統計に基づく平均的な家族像 

 ・雑誌・メディアのつくる幸せ 

  「今、モノが売れません。だから、「子どもの誕生」とか、その前段階の「恋愛」
とか「結婚」とか、ベタなプライバシーを夢仕立てのストリーにしないと、マ
スメディアはもたないのです。でも、人間の営みって商品なのでしょうか。（中
略）「あなたの人生にはこれが欠けています」と言われると、つい惑わされそう
になりますが、それらはしょせん他人の欲望です。だから、そういうものはい
ったん、すべて無視しましょう。普通に生まれて、普通に生きて、普通に楽し
い、そういう人生が、私たちにはあらかじめ約束されていると思うのです。」 

   清野由美 2013「惑わされないで」『暮しの手帖』62号 暮しの手帖社 

 

― 深く考える方法としての民俗学 

・さまざまな幸せの形―世界を広げる「見る・聞く・歩く」の民俗学 

・話を聞く：同情から共感へ 

・文化の力と現代社会 

「文化はよりよく生きたいと願った人々の、折り重なる地層です。不確かな時代
にこそ、それは私たちの人生を支えます。」 

ドナルド・キーン「越後國柏崎―郷土の文化を背景にしてみらいを拓く」『新潟日報』2013.4.12 


